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巻頭言
生徒を“数学好き”にする
新版教科書『中学数学』
坂井		裕　［東京学芸大学名誉教授］
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　生徒に「数学が好きです」といわれるこ
とほど指導していてうれしいことはないので
はないでしょうか。全国学力・学習状況調
査の結果を見ると，中学３年生については，
平成 19 年度から平成 26 年度（平成 23 年度
を除く）にかけての，「数学が好きである，
どちらかというと好きである」と肯定的に答
えた割合はおよそ，51％，53％，53％，54％，
53％，56％，57％と推移しており，増加傾向
にあるように見受けられます。
　指導する立場からすれば，すべての生徒
に数学が好きになってほしいと願って，日々
授業をしていることと思います。数学が好き
な生徒をより多く育てるためには，少なくと
も数学がわかったという実感を数多く経験
できるようにすることが必要不可欠だと思い
ます。そのためには，まず自分から進んで数
学の中に飛び込んで活動する態度がなけれ
ばなりません。しかし，このような態度はす
ぐには形成できるものではありません。
　自主的な学習態度の育成については，現
行学習指導要領の方針に，基礎的な知識・
技能の習得，課題解決に必要な思考力・判
断力・表現力とともに，「主体的に学習に取
り組む態度を養う」ことが掲げられています。
　新版教科書は，主体的に学習に取り組む
態度を養うことを重視し，これから学ぶ新し
い数学とそれを学ぶ生徒との「出会いの場」
をつくり，生徒が主体的に活動できるように
設計しつくりあげられています。第１学年か
ら第３学年に渡り，単元の扉には動機付け
を図る話題を盛り込み，単元の導入時には，

［Let's Try］を設定し，その中に設問Ｑを，
また本文においても要所に設問Ｑを設け，そ
れらの設問が生徒の主体的な活動を誘導す
る構成になっています。その後の展開は，学
習のねらいを生徒と共有するために初めに
掲げたあと，指導内容を簡潔にまとめ，［例
題］，［たしかめ］，［問］，［学習のまとめ］ ，［章
の問題］，さらに［補充問題］，［練習問題］と，
段階を踏んだ系統的な構成になっています。
新版教科書を活用することにより，生徒が
主体的に活動する授業へと転換でき，それ
に伴い自主的な学習態度が育ち，数学がわ
かったという実感を伴う授業になると確信し
ています。それによって，数学が好きな生
徒が一層多く育つことが期待できるにちが
いありません。
　また，平成 24 年度実施の PISA の調査で
は，対象が高校１年生ですが，授業以外の
数学の学習時間がまったくない生徒の割合
がおよそ 30％，週に４時間未満の生徒がお
よそ 56％と，自ら数学の学習をする時間が
短いこともわかりました。現在の中学生の状
況はどうでしょうか。新版教科書は，生徒
が主体的に自宅で復習する際にも使いやす
いように配慮しました。わからなくなったら
教科書に戻ればきちんと学習し直せるよう
に構成されています。教科書を何度でも読
み返し，また問題を再度解き直すなどして
使い込んでほしい旨を是非生徒に伝えてい
ただければ幸いです。新版教科書が生徒各
自の愛着がしみこんだ生徒一人ずつの「マ
イ教科書」に変身することを期待しています。



特集	新しい教科書の特色 〜新版教科書『中学数学』のご紹介〜

その①　「振り返り」で，学んだことが定着する！

すべての章について，その導入部分に，
「〜を学習する前に」というレディネス
の問題ページを設けています。
このページでは，これから学習する章の
内容に関連した既習の知識や技能を振り
返って確認することができます。
また，生徒の自学自習に配慮して，
ページ下に問題の答を掲載しています。
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▲１年 p.10

▲2年p.10 ▲3年p.10

学習時期

振り返りの
補足

問題の答

学ぶ前に…
既習内容を使って学習準備！

「〜を学習する前に」



本文では，学習中のつまずきに
配慮して，「もどって確認」と
いう側注を設けています。
定着不十分の内容を簡単に振り
返って確認することができます。

新版教科書では，学習の中で基礎・基本がしっかり定着するように，さまざまな工夫をしています。
算数・数学の学習は「積み上げ型」といわれ，つまずきはその場で解消し，スムーズに学習を進めて
いくことが大切です。新版教科書では，振り返りの場面を数多く設けています。
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▲１年 p.53

▲２年 p.33	

３年 p.41▶

本文の中でも…
つまずき解消！

「もどって確認」

章末には，章で学習した基礎・基本の内容を１ページにまとめた
「学習のまとめ」のページを設けています。穴埋め形式なので，
簡単に取り組むことができ，学習後に振り返りの機会を設ける
ことで，基礎・基本の定着を確実にします。

章のおわりに…
穴埋め形式で確認！

「学習のまとめ」

▲１年 p.24

▲3年p.37

学習ページ

重要事項
を強調

穴埋めで
確認



特集▶新しい教科書の特色

その②　数学的活動を実現する！
各学年で 4 〜７箇所， というページを設けて，数学的活動の具体的な授業展開を紙面上に
例示しています。課題を解決する中で，多様な考え方に触れたり，生徒どうしで考え方を伝え合ったり
するなどの数学的活動を実現し，数学的な思考力・表現力を育てることができます。
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１年 82〜83 ページでは，文字式を活用して，規則的に並べた碁石全体の個数の求め方について考えます。

見
い
だ
す
活
動

言語活動に配慮した場面には，
や というマークを

　　　　　つけています。

伝え合う活動

▼１年 p.82〜83

２年 29〜30 ページでは，文字式を活用して，連続する 3 つの整数の和の性質について調べます。

▼２年 p.29〜30

正三角形→正方形



新版教科書では，数学的活動が日頃の授業の中で行えるように配慮しています。未知の課題を試行　
錯誤しながら解決するという数学的活動のほかにも，授業内の短時間で取り組める活動を豊富に設け，
数学的な思考力・表現力を高めながら，数学を学ぶことのよさを実感することができます。

「みんなで数学」のページ以外にも，本文には比較的小さな数学的活動を「問」として設け，日頃の
授業で取り組み，積み重ねていくことで，数学的な思考力・表現力を段階的・継続的に育てることが
できます。また，「問」にも必要に応じて， や のマークをつけています。

本文の「問」で，小さな数学的活動の積み重ねを実現！

▲３年 p.212〜213

３年 212〜213 ページでは，三平方の定理を活用して，高所地点から見渡すことのできる距離について調べます。 

利
用
す
る
活
動
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▲１年 p.249

▲１年 p.178

▲２年 p.91



特集▶新しい教科書の特色

その③　小学校と中学校の学びをつなぐ！

〈1年巻末〉　
１年の巻末に，小学校算数で
学習した内容をコンパクトに
まとめた「小学算数のまとめ」

（全９ページ）を設けました。

「小学算数のまとめ」の
１ページ目では，小学校算数
と中学校１年で学習する内容
のつながりを系統図で示し，
学びのつながりが視覚的にも
捉えられる配慮をしています。

２〜９ページでは，１ページ目の系統図にある小学校算数の内容を，図や吹き出しを使って
わかりやすく説明し，既習内容を簡単に振り返ることができます。 
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時間，速さ，
道のりの関係は？

▲１年巻末①〜②

▼１年巻末③，④，⑧

立体について，小学校で
学んだことは…

小中の
学びの
系統図



特集▶新しい教科書の特色

４ページで紹介した章の導入部分の
「〜を学習する前に」でも，小中の
系統性に配慮して，必要に応じて，
小学校の既習内容を取り上げています。
たとえば３年５章「相似な図形」では，
学習前に小学校６年の「拡大図，縮図」
での既習内容を確認しています。

１年４章で関数 y ＝ ax のグラフを
学習する際には，小学校で学んだ
比例のグラフを振り返り，中学校の
学習に接続します。

２年４章で多角形の内角の和を
表す式について考える場面では，
小学校で学んだ四角形や五角形
などの内角の和の求め方を振り
返り，その考え方について説明
する場面を設けています。

コンパスや定規の使い方は，写真を見て確認することができます。

新版教科書では， 小学校算数と中学校数学が滑らかに接続されるように配慮しています。特に，１年
巻末では，小学校算数と中学校１年の学習のつながりを示す系統図と小学校算数の内容をコンパクトに
まとめた「小学算数のまとめ」のページを設けています。

章の導入や本文でも，小中の接続に配慮しています！

章の導入（〜を学習する前に）で…

本文で…

章の導入（〇章を学習する前に）で…
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▲１年巻末⑤〜⑥

▲３年５章	「相似な図形」p.130

▲１年４章	「比例と反比例」p.139

▲２年４章	「平行と合同」p.115



特集▶新しい教科書の特色 特集▶新しい教科書の特色

その④　豊富な問題量で，学力を身につける！

新版教科書では，基礎・基本をしっかり習得・定着させるために，問題を豊富に掲載しています。
本文以外にも，章間や巻末に「練習問題」や「たしかめの補充問題」など生徒の学習の状況に応じて
取り組める数多くの問題ページを用意しています。

本文の「たしかめ」から，巻末の補充問題へリンク！

章間・巻末問題も充実し , 個に応じて学習を進めることができます！

巻末へ
リンク！

本文では，基礎・基本の習得・
定着のために，ある程度の反復
練習を要する問題を「たしかめ」
として掲載しています。
また，この「たしかめ」全問について，
その類題を巻末の「たしかめの補充問題」
のページに掲載しています。
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本文（１年 p.13） 巻末（1年 p.270）

本文のたしかめと
同数，同程度の
問題を用意！

▲１年 p.125（章間） ▲１年 p.285（巻末） ▲３年 p.272（※3年巻末のみ）

（数式・関数・図形）練習問題 （各章に対応）実力アップ問題 総合問題



特集▶新しい教科書の特色

その⑤　数学的な考え方が身につく！

各学年で，本文とリンクして数学的な考え方を育てます！

新版教科書では，各学年の巻末に
「数学で大切にしたい考え方」と
いうページを設けています。
このページでは，日頃の学習では
表面化しにくい

 〈1〜3年巻末〉　

※　　　は，本文ページを示しています。

 具体的にいくつか調べて，きまりを見つける

（帰納的な考え方）

 似ているものと比べて考える

（類比的な考え方）

 すでに正しいと認められたことを根拠にして考える

（演繹的な考え方）

 ほかの考え方で解けるかを考える

 ほかにいえることはないかを考える

 問題の条件を変えるとどうなるかを考える

といった数学的な考え方について，
本文の学習内容の中で，これらの
考え方がどのように使われている
かを解説しています。
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▲２年 p.200〜203

▼１年 p.262〜263 ▼３年 p.238〜241
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　　　新しい教科書で数学を始めよう！

高次の資質・能力としての
数学的な思考力・表現力の育成

提言１

1．課題としての資質・能力育成
　教育の目標・内容・評価において資質・
能力の育成に強調点を置くことは，1980 年
代以降の世界の主要各国で徐々に進められ
てきた取り組みであり，とりわけ今日にお
いては国家カリキュラムに具体化されつつ
あるものである。我が国においも重要な課
題となっており，そのことは自立的・協働
的・創造的な人間像へとつながっている。
　そのような資質・能力は，カリキュラム
編成においては，教科横断的な能力（汎用
的スキル），および教科ならではの見方・
考え方として捉え位置づけていくこととな
る。
　そして，それら資質・能力の育成につい
ての議論が今日展開されており，その手立
てとして，学習過程における経験の蓄積と
振り返り，さらに改善し活用する中での一
般化と質の向上によって進めていこうとさ
れている。そのことが，学習・指導方法を
明確にし，授業で実現していこうとする今
日の動向として現れている。

2．数学科ならではの見方・考え方として
の数学的な思考力・表現力

　数学的な思考力・表現力の育成という
テーマは，平成 20 年版学習指導要領で強
調された事項であるが，今日においては数

学科ならではの見方・考え方，さらには教
科横断的な能力（汎用的スキル）へもつな
がる事項である。
　その育成にあたって重要になるのは，第
１に，数学的な思考力・表現力の「要素」
として何を重視し，指導上一貫的に留意す
べきものとして重視するかという点である。
また，第２に，そのような「要素」を形式
的に指導するのではなく，具体的な学習課
題への取り組みにおいて，課題の文脈に留
意し，様々な見方・考え方を統合的に実現
しつつ，その振り返りによる改善・活用の
中での一般化と質の向上を図ることである。
第３に，これらの見方・考え方を用いて自
立的・協働的に問題解決を進める過程と結
果を，言葉や数，式，図，表，グラフなど
の数学的な表現を用いて論理的・創造的に
表現していくことである。
　このようなことを実現していくことが，
数学的な思考力・表現力の育成というテー
マの今日的な在り方となっている。

3．数学的な思考活動の根幹としての「考
え方」

　数学を論理的・創造的に学習していくに
あたって大切にしたい見方・考え方を，新
版教科書では［数学で大切にしたい考え方］
というページを設けて明らかにしている。

金本	良通　［埼玉大学教授］
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〈第１学年〉
問題に取り組み，見いだし，解決し，論理
的に考え説明するときの見方・考え方
① 似ているものと比べて考える
②  簡単な場合で調べて，きまりを見つける
③ 学んだことを根拠にして考える

〈第２・３学年〉
Ａ．問題に取り組み，見いだし，解決し，

論理的に考え説明するときの見方・考
え方
① 似ているものと比べて考える
②  具体的にいくつか調べて，きまりを

見つける
③  すでに正しいと認められたことを根

拠にして考える
Ｂ．問題解決を振り返り，さらに多面的に

考えたり，発展的・創造的に考えると
きの見方・考え方
① 他の考え方で解けるかを考える
②  他にいえることはないかを考える
③  問題の条件を変えるとどうなるかな

ど，発展的に考える
　これらの見方・考え方を思考活動の根幹
に据え，数学を創っていく立場でつねに留
意しながら学習活動が展開できるようにし
たいものである。

４．多面的・発展的に考え説明する
　第２学年の「平行線と角」の学習活動を
取り上げてみよう。
　平行線の性質の学習のあとに，次のよう
な角の大きさを求める問題がある。

　また，三角形の内角や外角の性質を使っ
て角の大きさを求める問題に取り組んだあ

とに，改めてこの問題を振り返ると，他の
考え方で解くことができることが分かる。

　多面的に考える経験を積むことになり，
また，すでに正しいと認められたことを根
拠にして考える経験を積むことにもなる。
何を根拠にして角の大きさを求めていって
いるかを説明する活動にも取り組ませるこ
とが必要である。
　さらに，問題場面を発展させて，次のよ
うな問題に取り組むことが必要である。平
行な２直線ではなく，直線 AB と直線 CB
が交わっている場合とも捉えることができ
る。

　いままでの問題場面とそこで用いた方法
を振り返り，それらを活用して考えようと
する経験を積むこと，活用するためには，
新たな問題場面の中に平行線や三角形をど
のように見いだしてそれらの性質を用いて
いくとよいかを考え説明する経験を積むこ
とが大切である。
　そして，その図をハイライト化し，その
ことによって既習のことを活用して問題を
解決できることを，具体的な文脈で意識化
し一般化可能な形で価値づけていくことが，
数学科ならではの見方・考え方を資質・能
力として身につけていくにあたって重要な
ポイントになってくる。
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1．「ある授業」の風景
　先日拝見した３年生
の授業。右図のように，
円周上に４点をとり，
線分で結ぶ。

「４つの角にはどんな
関係があると思う？」
　指名した生徒は，全員こう答える。

「∠A＋∠B＋∠C＋∠D＝360°」
　でも，ある生徒のつぶやきを逃さない。

「∠A＋∠C＝∠B＋∠D ……」
　この予想に，周りの子は，「？」「！」。
　∠A＋∠C＝∠B＋∠D を確かめる作業が
始まる。３，４人ごとのグループに分かれ，
やがて，２つの方法が示される。（図１，２）

　その後，教師は，図３を示す。
「この図でも説明でき
るんだけどな」
　わかった，という生
徒が，前に来て，説明
し始める。

「あっ，そうか！」
　最後は，

「四角形を六角形にしたら，どうなるかな」
　この問いかけに，生徒が動き出したとこ
ろで，授業終了のチャイム。授業後も，ノー
トを見て考え続ける生徒がいた。

2．授業者の「目的意識」
　授業後の協議会で，授業者は本時のねら
いを３つ語った。
・既習の知識を使って，問題を解決できる。
・図から方法を読み取ることができる。
・自分の考えを他者に説明し伝え合う。
　授業者は，さらに，日頃の授業から大切
にしている４つのことも付け加える。
⑴ 　生徒自らが，数や図形から関係を見い

だそうとする態度を育てたい。
⑵　多様な見方や考え方を育みたい。
⑶ 　どんな場合でも（いつでも）大丈夫か，

つねに疑問をもつことを意識させたい。
⑷ 　問題を発展させて考えようする態度を

持てるようにしたい。
　単に問題を提示し，いろいろな解決方法
を並べて終わるだけが目的ではない。条件
を変えれば，∠A＋∠C＋∠E＝∠B＋∠D
＋∠F に気づき，性質の一般性が見えてく
る。それを証明する際は，四角形のときの
証明方法をまた生かすことができる。板書
には，教師の発問や生徒のちょっとした反
応も書かれ，ノートをまとめる時間も程よ
く確保されている。いずれも，授業者の豊
かな目的意識から成せる技であろう。

図１ 図２

図３

　　　新しい教科書で数学を始めよう！

数学の学びを豊かにする
〜「数学する心」を育む〜

提言２

山崎	浩二　［岩手大学教授］
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3．「よい授業」の風景
　このように，見ていて，いいな，と思う
授業がある。上手いな，と感心する授業も
ある。このような授業には，いくつかの共
通点がある。たとえば，それは，
・ 問題の答えを出すことだけを求めてない。
・ 子どもとの「やり取り」をもとに授業を

している。
・ 子どもが表現する場を仕組んでいる。
・ 子どもを上手に使っている。
・ 机間指導，机間巡視をしている。
・ 一つひとつの活動に「ねらい」がある。
・ 「問い」を工夫している。
などである。
　魅力的な授業には，さらに，もう一つ共
通点がある。それは，生徒が，楽しそうな
のである。「やらされている」感が少ない。
学級全体で知恵を出し合おうとしているか
ら，温かい。だから，楽しい。
　もし，数学の学習が，知識を伝達するこ
とだけを目的とするならば，このような授
業は必要ない。たとえば，異符号どうしの
乗法であれば，（正の数）×（負の数）＝（負
の数）と授業中に，繰り返し言わせればよ
い。無駄なやり取りなど要らない。
　ところが，このような授業で育った生徒
は，おそらく，負の数どうしの積の計算の
仕方も，先生が教えてくれると思うだろう。
なぜなら，数学の学習は，先生が授業で話
す事柄を覚え，繰り返し練習する学習だと
教えられるからである。決まりきったこと
をできるだけ効率よく覚えることが，数学
の学習となる。確かに，数学の知識は増え
ていくのかもしれない。しかし，自ら進ん
で，数学の学習に働きかけていこう，など
とは思えなくなる。たとえ，数学ができる
ようになっても，数学の学習を好意的には
捉えられないかもしれない。
　何かおもしろい関係や性質が隠れていな

いだろうか，もっと上手な解き方ができな
いだろうか，もし条件を変えたらどんなこ
とが待っているのだろう，など，わくわく，
するような気持ちが持てるとよい。
　数学の学習は，自分たちの手でつくって
いける，創造的なもの，と感じられるよう
にしていきたい。数学の学習の豊かさは，
数学の知識の量の多さではなく，その学習
による経験や情緒に支えられる。つまり，

「豊かさ」とは，数学の方で決められるの
ではなく，生徒や教師によって決められる
ものである。
　「数学する心」を育てること。これこそ，
豊かな数学の学びに必要なものである。

４．新版教科書で「豊かに」
　新版教科書には，そのために，次のよう
なねらいをもった素材が数多く用意されて
いる。
⑴　自分たちでつくり出すこと
⑵ 　式や図で表現したり，読み取ったりす

ること
⑶　多様な見方や考え方ができること
⑷　数学的に判断できること
⑸　既習の内容の振り返りができること
⑹　協働的な学習ができること
⑺　意味と必要性もわかるようになること
⑻　知識や理解を確かなものにすること
⑼ 　数学の学習によく使われる，数学的な

見方や考え方も意識できること
　これらの活動を通じて，概念，スキル，
自身の学習のようすなどを，バランスよく
学び取ることができよう。
　生徒の９割は「数学ができるようになり
たい」と思っている。決して背を向けてい
る訳ではない。生徒の心に火をつける。
数学の学習に対して，前向きになれるよう，
そして「数学する心」が宿るよう，日々の
授業に臨んでいっていただきたい。
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１．はじめに
　現行の学習指導要領が全面実施となって
３年が経過した。算数・数学については，
移行期間を含めると７年目を迎え，中学校
においては来年４月から新しい教科書が使
われるようになる。
　改めて言うまでもないが，平成 20 年の
改訂では，30 年ぶりに授業時数と学習内容
が増加したことが大きな話題となった。数
学科では，「数学的活動」をキーワードに「基
礎・基本の理解」，「表現や処理の仕方の習
得」，「事象を数理的に考察し表現する能力
の向上」，「数学的活動の楽しさや数学のよ
さの感得」，「数学を活用する態度の育成」
などが目標として掲げられた。
　ここでは，「基礎・基本の理解」，「表現
や処理の仕方の習得」について，新しい教
科書と関連させながら考えてみたい。

２．基礎 ･基本の習得と定着
　平成 19 年度から実施されている「全国
学力・学習状況調査」では，国語・数学の
いずれにおいても，Ａ・Ｂの２種類が出題
されている。問題Ａは「基礎的・基本的な
知識・技能が身に付いているかどうかをみ
る問題」，問題Ｂは「基礎的・基本的な知識・
技能を活用することができるかどうかをみ
る問題」とされている。

　この調査の結果については，都道府県ご
との順位や，学校ごとの平均点の公表の可
否などが話題に上ることが多く，ともする
と良い結果を残すために「調査問題の傾向
と対策」に力を入れ，日々の授業において
も問題を解くための反復練習に時間を割い
ているという話を聞くこともある。ここま
で極端ではないにしても，「基礎・基本の
習得と定着」となると「公式や解法の暗記」
や「反復練習」がとても大事であるとする
場合が少なくない。
　そこで，改めて国立教育政策研究所が発
表している調査結果の報告を見てみると，
問題ごとの正答率や誤答分析をもとに，学
習内容の領域ごとに課題が指摘してあり，
指導にあたっての改善のポイントが活動の
形で明示されている。つまり，暗記や反復
練習だけに頼るのではなく，活動を通して，
知識の理解や技能の習得を図ることが重視
されているのである。
　一方，学習指導要領解説では，「習得」，「活
用」及び「探究」について，これらは「この
順番に進むだけではなく，相互に関連しあっ
て展開していくと考えられること」に注意
しなければならないと述べられている。も
ちろん「知識及び技能の定着を図るためには，
練習などによる習熟の機会も適宜設けられ
なければならない」としながらも，「「習得」，

矢嶋	昭雄　［東京学芸大学教授］

　　　新しい教科書で数学を始めよう！

数学的活動を通した
基礎・基本の習得

提言３
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「活用」及び「探究」は授業において，数学
的活動を通して，あるいはその文脈に位置づ
けられてなされるべきである」とあり，数学
的活動との関連で述べられている。

３．基礎・基本の習得と数学的活動
　学習指導要領解説にもあるように，数学
的活動は，基本的に問題解決の形で行われ
る。しかし，問題解決に取り組むためには，
基礎・基本がしっかりと身についていない
といけないと考えがちである。そのため，
知識・技能の習得や定着に多くの時間をと
り，知識・技能を活用して問題解決をする
場面は，単元のまとめで１〜２時間ほど行
うというスタイルが多く見られる。
　「習得」，「活用」及び「探究」は相互に
関連しあって展開していくことを意識する
と，問題解決の場面で必要となる知識・技
能を，まさにその問題解決の場面を通して
学ぶというスタイルが見えてくる。このス
タイルであると，その知識・技能を学ぶ必
然性や必要感，あるいは有用性などが生徒
にとって分かりやすくなる。普段の授業で
は，「なぜこの内容を学ぶのか？」を生徒
に意識させる点で苦労し，少しでも生徒の
興味をかき立てるよう，多くの教師が授業
の導入を工夫しているが，その工夫の一つ
として，数学的活動（＝問題解決の場面）
を通して基礎 ･ 基本の習得や定着を図るこ
とを取り入れてはいかがだろうか。

４．新版教科書による授業の実際
　例えば，関数領域においては，いずれの
学年においても，比例，
反比例，一次関数など
それぞれの関数につい
て，①表，式，グラフ
を相互に関連づけて理

解すること，②それぞれの関数を用いて具体
的な事象をとらえ説明すること，の２つが大
きなねらいとなっている。このことは，左下
のように図式化することができる。中央にあ
る具体的な事象から見出した関数関係が出
発点となり，外側の円の部分が①に相当し，
事象から出ている矢印の部分が②に相当する。
　従来型の授業では，外側の円の部分（…
式から表をつくる，表からグラフをかく，
グラフから式を求める，など）に多くの時
間がとられ，内側の矢印の部分（…具体的
な事象をとらえ説明すること）にはあまり
時間がかけられていない場合が多い。
　そこで，新版教科書の中学２年の p.95「み
んなで数学」の問い を基礎・基本の習
得や定着に利用することを提案したい。

　これまでの教科書に比べて，設定を簡単
にしたので，問題解決の見通しが持ちやす
いものになっている。ここでは単元のまとめ
を意識して，途中でグラフの傾きが変わる場
面を扱っているが，例えば枚数を 300 にし
て問いかければ，単元の導入部分でも十分
に取り組むことができる。その中で，それぞ
れの料金を計算するやり方から，式・表・グ
ラフまでを自然な形で扱うことが可能である。
しかも，具体的な事象に照らして考える（１
枚あたりの料金＝変化の割合，初期費用＝
グラフの y 切片，など）ことで，それぞれの
特徴やよさなどに気づくことが期待できる。
　このように扱うことで，基礎・基本の知
識・技能の背景となる原理・法則について
も，具体的な事象から触れることができる
点でも，価値があると考える。
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教師用指導書のご紹介
新版教科書の『教師用指導書』は各学年とも，朱書編，資料編，問題編，CD-ROM で構成し，従来よりも
教科書を効果的にご活用いただけるように内容を充実させる予定です。

■朱書編
　　本文の縮刷解説（小節の目標，指導上の留意点，解答など）

■資料編
　　年間学習指導計画，観点別の評価規準例，各章の解説

■問題編
　　準備テスト　　　　章の学習に関連したレディネス問題を掲載します。
　　評価問題　　　　　数学的な見方や考え方の観点を中心とした，小節ごとの評価問題を掲載します。
　　章末の評価問題　　教科書の［章の問題］と同程度の評価問題を掲載します。
　　課題学習　　　　　教科書では取り上げられなかった課題を掲載します。

■CD-ROM
　　問題作成ソフト　　  「数と式」の計算問題や，「関数」「図形」の基本問題について，小テストを簡単に 

作成できるコンピュータ・ソフトです。

　　統計学習ソフト　　 度数分布表やヒストグラムを作成するなど，「資料の活用」の学習指導に利用できる
コンピュータ・ソフトです。

　　素材集　　　　　　 年間学習指導計画，観点別の評価規準例，教科書図版集などをデジタル・データで
収録します。

※平成 27 年 3 月現在で準備中の企画を説明したものです。企画の変更が生じる場合もございますので，ご了承ください。

デジタル教科書のご紹介
新版教科書に準拠した『中学数学 デジタル教科書（１〜３年）』を
販売する予定です。

授業で役立ついろいろな工夫
１	 授業に必要な箇所を拡大表示
２	 授業づくりエディタを搭載
　　 授業の流れに沿って必要な箇所をスライド形式で表示することができます。学級の実態に合わせて，
　　スライドの順序や内容を変更することもできます。

３	 シミュレーションや動画が充実
　　 教科書のイラストや図の一部を動かしながら，説明することができます。動的に示すことによって，
　　生徒の理解をサポートします。

※平成 27 年 3 月現在で準備中の企画を説明したものです。企画の変更が生じる場合もございますので，ご了承ください。
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▶▶▶書籍に関するお問い合わせ：教育出版販売部 TEL 03-3238-6965

図形脳を育む指導法の工夫を
やさしく具体的な事例で紹介！

自ら課題を見いだし，自ら解決する力の育成は，今日的な課題
であり，それに応えるための有力な題材として図形を取り上げる。
新しい性質を見いだすための「意図的な考え」の指導方法を具
体的な事例を通して示し，新しい性質どうしのネットワークを創
る面白さを実感する図形の指導方法を提言する。

『創造性と論理性を育む図形教材の開発とその指導 −教材のストーリー化−』
坂井 裕 著　　　本体 2,400 円＋税

『数学的コミュニケーションを展開する授業構成原理』
金本 良通 著　　　本体 3,800 円＋税

編集部からのお知らせとお願い

算数 ･数学の授業における
コミュニケーションの本質に迫る！

算数 ･ 数学の授業において数学的コミュニケーションを展開
するための新たな理論を構築するとともに，数学的コミュニ
ケーション能力を育成するための授業展開を考察し，その在
り方を提言する。

平成 24 年度版・教師用指導書「中学数学３ 解説編Ⅱ」につきまして，下記の訂正箇所がございます。
誠に恐縮ではございますが，ご指導の際にはご留意くださいますようお願い申しあげます。

平成 24 年度版・教師用指導書

学年 ページ 行・箇所 原文 訂正文（訂正内容）

３ 解説編Ⅱ
38

左段
18，20 行目

　②，③から，
　　∠AED＝∠DFB　…④
　①，④より，2 組の角がそれ
ぞれ等しいから，　
　　△ ADE ∽△ DBF

　①，②から，
　　∠AED＝∠DFB　…④
　③，④より，2 組の角がそれ
ぞれ等しいから，　
　　△ ADE ∽△ DBF
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